
本
件
に
関
す
る
文
書
は
「
亘
ヰ
彗
匹
文
部
省
往
復
書
類
」
に
綴
込
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
ラ
グ
ー
ザ
の
嘆
願
書
の
仏
訳
コ
ピ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
。
往

復
文
書
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
コ

。ヒ
ー
に
は
ラ
グ
ー
ザ
が
パ
レ
ル
モ
市
の
依

嘱
に
よ
り
一
八
九
三
年
に
制
作
し
た
ガ
リ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
将
軍
騎
馬
銅
像
の
写
真

が
添
え
ら
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
存
し
な
い
。
こ
の
嘆
願
書
の
原

本
は
外
務
省
記
録
中
の
「
伊
国
人
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ゾ

・
ラ
グ
ザ
氏
再
採
用
方
請
願

ノ
件
」
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
青
木
茂
編
『
近
代
の
美
術
46
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
と
エ
部
美
術
学
校
』
（
昭
和
五
十
三
年
。
至
文
堂
）
に
そ
の
部
分
訳
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

ラ
グ
ー
ザ
は
嘆
願
書
の
な
か
で
凡
そ
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
私
は
エ
部

美
術
学
校
在
職
中
、
明
治
天
皇
に
謁
見
し
、
そ
の
と
き
伊
藤
博
文
を
通
じ
て
天

皇
よ
り
新
宮
殿
の
中
央
に
置
く
天
皇
の
騎
馬
像
の
制
作
を
命
ぜ
ら
れ
た
（
木
村

毅
著
『
ラ
グ
ー
ザ
お
玉
自
叙
伝
』
（
（
昭
和
五
十
五
年
。
恒
文
社
）
）
所
収
マ
リ
オ

・
オ
リ
ヴ

ェ
リ
著

「
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ツ
ォ

・
ラ
グ
ー
ザ
伝
」
で
は
こ
れ
を
明
治
十
七
年
と
す
る
）
。

私
は
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
り
、
工
房
が
建
て
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
材
料
が

運
ば
れ
る
な
ど
し
た
が
、
新
宮
城
の
建
物
に
支
障
が
生
じ
て
部
分
的
に
取
壊
し

が
行
わ
れ
た
り
し
た
た
め
、
仕
事
が
延
期
さ
れ
、
ま
た
、
陛
下
が
宮
城
建
設
に

よ
る
国
家
財
政
の
圧
迫
を
望
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
よ
り
、
そ
の
仕
事

は
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し、

陛
下
が
崩
御
さ
れ
た
今
、
日
本
国
民
は
大
帝
国

を
完
成
さ
せ
た
偉
大
な
陛
下
の
大
騎
馬
像
を
首
都
に
建
設
す
べ
き
と
き
を
迎
え

て
い

る
。
私
は
日
本
へ
の
親
愛
の
情
、
陛
下
へ
の
敬
服
献
身
の
気
持
、
お
よ
び

自
分
の
か
つ
て
の
弟
子
た
ち
を
よ
り
高
度
に
完
成
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
に
よ

り
、
是
非
と
も
日
本
政
府
に
数
年
間
仕
え
、
こ
の
大
騎
馬
像
を
制
作
し
た
い
。

こ。f
 

⑬ 
私
の
技
個
を
証
明
す
る
た
め
に
ガ
リ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
大
騎
馬
像
の
写
真
を
二
枚

添
え
よ
う
。
瓶
用
条
件
は
日
本
政
府
に
お
任
せ
す
る
。
か
つ
て
弟
子
た
ち
に
約

束
し
た
よ
う
に
彼
ら
と
再
会
し
、
東
京
（
正
式
に
は
バ
レ
ル
モ
）
で
結
婚
し
た
妻

と
と
も
に
再
び
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い
。
妻
も
ラ
フ
ァ
ニ
ル

の
芸
術
に
関
し
て
イ
タ
リ
ア
の
学
問
を
習
得
し
、
数
多
く
の
展
覧
会
で
受
賞

し
、
高
等
美
術
学
校
の
女
子
部
創
設
以
来
十
八
年
以
上
も
指
導
者
を
つ
と
め
、

自
宅
の
ア
ト
リ
ニ
で
は
貴
族
の
令
嬢
を
教
え
て
い
る
の
で
、
日
本
の
公
立
学
校

教
師
と
し
て
も
適
任
で
あ
る
、
と。

ラ
グ
ー
ザ
夫
妻
は
明
治
天
皇
崩
御
を
機
と
し
て
記
念
銅
像
建
設
計
画
が
起
こ

る
こ
と
を
予
期
し
、
再
来
日
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
が
、
予
期
に
反
し
て
大
規

模
な
建
設
計
画
は
起
こ
ら
ず
、
大
正
三
年
に
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
伯
爵
ら
の
発

議
に
よ
り
立
像
（
原
型
渡
辺
長
男
、
鋳
造
岡
崎
雪
声
）
が
作
ら
れ
、
常
盤
聖
蹟
紀
念

館
お
よ
び
宮
中
吹
上
御
所
に
安
置
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
（
渡
辺
正
治
氏
作
成

「
渡
辺
長
男
略
歴
」
）
。

行
樹
社

大
正
元
年
十
一
月
一
日
よ
り
七
日
ま
で
赤
坂
溜
池
三
会
堂
で
行
樹
社
同
人
第

一
回
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
行
樹
社
は
本
校
日
本
画
科
の
生
徒
や
卒
業
生
が
中

心
と
な
っ
て
結
成
し
た
団
体
で
、
日
本
画
と
洋
画
の
障
壁
撤
廃
に
よ
る
絵
画
の

革
命
を
旗
印
と
し
、
官
展
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
。
そ
の
第
一
回
展
は
フ
ュ

ー
ザ
ン
会
第
一
回
展
と
同
時
期
で
、
日
本
画
界
の
最
尖
鋭
部
分
と
し
て
注
目
を

集
め
た
。

出
品
者
は
小
泉
勝
爾
、

水
島
爾
保
布
、

小
林
源
太
郎
、

小
林
波
之

輔
、
伊
藤
順
三
、
五
十
嵐
禎
夫
、
広
川
松
五
郎
、
藤
井
達
吉
、
浜
田
裸
光
、
川

路
柳
虹
ら
で
、
七
十
余
点
が
出
品
さ
れ
た
（
『美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
二
号
。
大
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正
元
年
十
二
月
）
。

第
二
回
展
は
翌
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
虎
の
門
議
員
倶
楽
部
で
開

か
れ
、
前
回
以
上
に
注
目
を
集
め
た
。
出
品
者
に
は
新
た
に
郷
倉
白
雅
（
千
靱
）
、

川
崎
隆
一

、
峰
島
尚
志
、
藤
井
正
次
、
友
田
治
夫
と
い
っ
た
名
も
見
え
る
。
約

八
十
点
が
出
品
さ
れ
た
が
、
最
も
意
欲
的
に
出
品
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
水
島

爾
保
布
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
更
紗
を
作
る
女
」
「
蛇
の
腕
環
」
「
凝
視
」
「
地

獄
太
夫
」

「蛇
ぜ
め
」
「
夜
の
異
性
」

「黙
笑
」

「
夜
曲
」

「
石
人
の
幻
」
な
ど

を
出
品
し
て
い

る
。
小
泉
勝
爾
は
「
山
の
女
」

「
沼
の
花
」
「
冬
」
「
夜
の
噴

火
」
「
北
の
海
」
な
ど
を
、
川
路
柳
虹
は

「
永
代
橋
」
そ
の
他
を
、
川
崎
隆
一

は

「
童
謡
」
「
呪
は
れ
た
る
家
」
「
バ
イ
プ
ル
」
「
壺
」
「
白
き
卓
布
と
果
実
」

な
ど
を
出
品
し
た
。
こ
れ
ら
の
画
題
を
見
る
だ
け
で
も
日
本
画
の
常
識
を
破
る

新
奇
で
異
端
的
な
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
特
に
注
目
を
集

め
た
水
島
の
作
品
に
つ
い

て
は
『
都
新
聞
』
（
十

一
月
三
日
）
で
五
十
嵐
禎
夫
が
、

昨
年
そ
の
第

一
回
稜
表
に
嘗
つ
て
、
放
謄
な
る
個
性
の
焚
現
の
下
に
濃
厚

な
色
彩
と
紳
鰹
的
な
手
法
と
を
以
て
観
者
に
特
殊
の
印
象
を
興
へ
更
に
繊
細

に
し
て
而
か
も
大
諧
な
る
黒
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
試
作
に
よ
っ
て
驚
異
の
眼

を
集
注
せ
し
め
た
水
島
爾
保
布
氏
の
作
品
は
、
愈
そ
の
員
摯
な
る
研
究
と
充

宜
せ
る
努
力
と
の
結
果
を
示
し
、
創
造
的
使
命
の
表
白
と
個
性
的
表
現
の
深

索
を
熱
心
に
語
り
、
更
に
そ
の
得
意
の
白
描
に
至
っ
て
は
営
代
唯
―
つ
の
も

の
と
し
て
慎
に
見
逃
す
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

と
論
じ
、

「
赤
い
甕
」
の

写
真
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
見
る
限

り
、
お
よ
そ
日
本
画
の
伝
統
と
は
無
縁
の
、
放
恣
に
気
分
を
表
出
す
る
作
風
で

こ。t
 

あ
っ
た
ら
し
い
。

な
お
、
行
樹
社
第
二
回
展
と
同
時
期
に
、
読
売
新
聞
社
三
階
で
は
雑
誌
『
仮

面
』
主
催
洋
画
展
覧
会
が
開
か
れ
、
油
絵
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
木
炭
画
、

エ

ッ
チ
ン
グ
、
焼
物
な
ど
お
よ
そ
二
百
点
が
展
示
さ
れ
た
。
出
品
者
は
広
島
晃

甫
、
川
路
柳
虹
、
永
瀬
義
郎
、
長
谷
川
潔
、
大
野
隆
徳
、
横
井
礼
一

、
宮
崎
省

吾
、
野
口
柾
夫
、
小
林
徳
一
＿
一
郎
、
尾
島
則
義
、
尾
島
菊
子
、
宇
野
長
尚
、
鈴
木

金
乎
、
福
田
靖
夫
、
鍋
井
克
之
、
蓮
見
一
枝
、
原
詔
光
、
河
原
崎
国
太
郎
ら
で

あ
り
、
東
京
美
術
学
校
生
徒
、
卒
業
生
を
多
く
含
む
新
進
作
家
た
ち
で
あ
っ
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